
１　自治体名

兵庫県

１　行政課題の分野 ２　支援施策の分類

安全・安心なくらし 生活・居住支援施策

４　事業者の協力を求める内容

解決に向けたアイデアの提供

３　行政課題に対する施策（事業）展開による対応状況と困っていること（課題）

４　企業・団体に「困りごと」解決に向けて連携や協力を求める内容

高校生～若手社会人

ひょうごSDGs公民連携ミーティング　困りごとシート
テーマ　「地域創生に向けた若者・Z世代の応援」

２　関係部署名

特殊詐欺対策・くらし安全課　兵庫県警察交通企画課

３　対象とする世代

① 発信力の提供（メディア・クリエイティブ）
SNS・動画プラットフォームを活用した啓発コンテンツ制作、Z世代に刺さる企画・表現（インフルエンサー、ショート
動画等）
② 行動変容を促す仕組みづくり
アプリやポイント制度等による「自転車交通安全インセンティブ」、安全行動を促すインセンティブ企画（割引・特典
等）
③ 体験機会の創出
VR・シミュレーター等を活用した事故疑似体験、イベントや商業施設での参加型コンテンツ展開
④ 若者との接点の活用
アルバイト先や店舗での短時間教育、店内サイネージ等による啓発
⑤ データ・効果検証
行動データの取得・分析、KPI設計（例：スマホ使用率低減、注意行動変化）
⑥行動経済学（ナッジ理論・ゲーム理論）を用いた交通安全施策の共同考案・実施

５　困りごとの解決・解消に向けた対応期間

中長期的に対応していきたい

６　解決・解消に要する費用に対する考え方 ７　補足資料の有無

社会貢献として無償協力願いたい なし

若年層の「ながらスマホ」や自転車事故防止について、従来の啓発ではなく新たな取り組みで啓発を行いたい。若
者・Z世代の行動変容につながる発信や仕組みづくりを企業と共創したい。

２　現状の行政課題

〇若年層（特に10～20代）の自転車利用時のルール違反が事故の原因がある。特に「ながらスマホ（歩きスマホ含
む）」をはじめ、スマホ依存による交通事故リスクも上昇している。
〇交通安全に向けた取組として、ポスター・街頭啓発中心では関心・行動変容につながりにくく、SNS世代に対する
効果的なアプローチ手法が不足している。事業者との連携についても「協賛・広報」にとどまり、行動変容まで踏み
込めておらず、継続的に測定できるKPI（行動指標）の設定・把握が不十分である。
〇若者の利用の多い、電動モビリティの普及など、運転車両の多様化・複雑化により運転資格をはじめとするルー
ルの理解が追いついていない。

【現状】
〇交通安全運動（季節キャンペーン、街頭啓発）、学校・地域での交通安全教室、ポスター・チラシ等による広報を
行っているが効果と限界がある。一時的な認知向上はあるが、 習慣的な危険行動（ながらスマホ等）は改善しにく
い。
【困っていること】
〇Z世代が接触する媒体（SNS・動画）での訴求力不足
〇体験型・参加型コンテンツが不足
〇民間のノウハウ（マーケティング・UX設計）を活用しきれていない
〇予算制約の中で継続的施策の設計が難しい
〇効果測定が「実施数中心」で、行動変容の把握まで至っていない

１　困りごとと事業者に期待する内容（要約）　

困りごとP


